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 職時下ノ榮二言ノ使命ノー部ハ如何ニスレバ

與ヘラレタル榮養素ヲ最モ能率的二利用出來ル

カヲ見出スコトニアルト信ズ知．玄米食ハ榮養

素撫取ノ黙カラ見レバ最モ：有利デアルコトハ云
        
フ迄モナイ．シカシ乍ラソノ吸牧率ノ低・fコト

モ確定的デアル．榮養素ノ榮養経触カラ考ヘタ

時，米ノ掲精二因ル損失ト，吸牧率上昇二因ル・

利釜トヲ比較スレバ何レが大ヂアルカバ充分吟

味スベキ債値ガアル．

 7分掲ニスレバ玄米二比シテ総「カロリー」ヂ

論

ハ約1％ノ損失トナルト云フ報告（1）モアル．シ

カシ之ハ副食物ノ吸牧率二及ボス影響ヲ度外覗
シチ混餓牧識ノ纈ヲ以殖チ＝米ノ吸

牧童ナリトシテ計算シタモノデアル．コノ計算

方法ニハ充分疑義ガアリ，叉假リ＝7分掲デハ

損失ヂアツテte玄米ヨリモ利釜ニナル掲精度モ

アリ得ヤウシ，如何ナル程度二掲精スレバ榮養

素が最モ能率高ク利用出來ルカヲ決定シタイト

考ヘテ本實験ヲ企テタ次第デアル．

第1章 實駿材料及ビ方法

 米ハ昭和17年度産ノ加賀米デ，試験ヲ行ツタノハ昭

和18年11月カラ12，月ニカケテデアルカラ少シク米が古

クナツテカラデアル．細カク種々ノ精白度ノ米ヲ作ツ

テ比較シタカツタガ，時局柄試料が充分デナイノデ，

一先ヅ普通市場二2分揚，5分揚ト鰐シテ費ラレテ居

ル2種類ヲ作ル積・リデ精白セシメタガ，出來上ツタ｛

ノノ掲滅ヲ計算シテ見ルト2・4％ト4・9％デアツタノ

デ，白米ノ揚減ヲ8％（2）トスレパ，3分揚，6分揚ノ

程度ニナツテ居タ．元來一般二使用サレテ居ル精米機

デハ米ノ各粒が同一程度二精白サレテ行クモノデナ

ク，コトニ米粒ノ大キサニ不揃ノアル時ハ精白度ノ不

李均が甚シイモノデアル，以下3分掲，6分揚ト構シ

テ比較シテ行クガ，之ハ只掲滅カラ考ヘタ便宜上ノ名

デアッテ嚴密ナ意味ノモノデハナイ．

 供試米 ノ榮養素ヲ分析シタ結果ハ第1表二

示シタ如クヂァル．

 吸牧試験二於ケル米ノ早取量ハヨク玄米ト他

ノ米トヲ同量＝用ヒラレテ居ルガ，今恒1ハ吸牧

率ノ比較ヨリモ，預釜ノ比較が主ナ目的デアル

［ 53 ）
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第 1 表

玄 米 3分掲 6分掲

一 揚  減（％）
2．4 4．9

．蛋白質（％）

? 肪（％）

ﾜ水炭素（％）

7．98

Q．54

V2．7

 艦

V．89

Q．16

V4．1

・7．54

@1．47

V5．5ハ

カラ，一定量ノ玄米カラ出生シテソノ儘食ツタ

時ト，携精シテ食ツタ時トノ比較ト云フ意味

ヂ，夫々ノ揚減二一ジテ撮取量ヲ減ジタ．1食

＝玄米1合トシ，玄米ハ1食二1409．撮取セシ

メタ．試験期闇ハ十重類ノ米二付キ2日間トシ

タノデ，2日間ノ撮取全量ハ玄米ハ8409．3分

掲ハ8209．6分掲ハ7999．デアル．飯二炊キ上

ゲタモノヲ分析シタ結果カラ計算スル1・，2日

間ノ主食カラノ榮養素癬取全量ハ第2表ノ如ク

ヂアル．炊キ方ハ3分掲，6分掲ハ普通ノ炊キ

方ヂ，玄米ハ米】升二1升2合ノ水ヲ入レー夜

放置シ，炊キ上ツテ水ノナクナツタ頃更二冷水

7合ヲ加ヘテ混ぜヵヘシ再ビ炊ク所謂恕。くり

炊ナル方法ヲ行ツタ．

第2表 主食撮取量

撮取量（9）

蛋白質（9）

脂  肪（9）

含水炭素（9）

熱 量（Ca1）

玄 米

840

67．0

21．4

610

297e

3分掲

 820

．63．2

14．1

 608

2880

6分揚

 799

 56．7

 6．3

覧 603

 2760

 淘回漕決シテ劇シク行ハナカツタノデアルガ，榮養

素ノ淘洗二因ル損失ハ（3）カナリ大キカツタ．3分掲

デハ蛋白質2．2％，脂肪20％．6分掲デハ蛋白質5・8

％，脂肪46％ノ損失デアル．淘洗二因ル損失ハ勿論淘

ギ方ニモ三三スルデアラフガ，糠ノ附着混入ノ度二大

イニ左右サレルモノデアルb考ヘル．

 副食 ハ第3表ノ如キ献立ヲ定メ，各材料ハ

品質ノナルベク同一ノモノブ以テ同ジ量デ2日

間宛クリ返シテ行ツタ．副食物ノ榮養素ノ2日

面ノ全量ハ次ノ如クデアル。

第3表 副食物献立

一朝 婁 晩
喧

篁 白榮味噌汁
蜊ｪおろし

鮒 佃 煮
n鈴薯きんとん

牛肉入さつま汁

|  蓮  根
国

澤     庵 澤     庵
－  一

Z二

大根味噌汁
ﾄ  の’ り

ふろふき大根

?    焼

率直かきあげ

蜊ｪおろし
日

澤     庵 鮒  佃  煮

 蛋白質85．79．脂肪51．lg．含水炭素160．29．

熱量1440Ca1．

 動物性蛋白質 ハ42．8g．ヂ副食物ノ蛋白質中

50％ヲ占メテ居ル，

 吸血試験 ハコノ副食物ヲ副ヘテ6分掲，3

分揚，玄米ノ順序＝2日間宛憎憎イテ行ヒ〉ソ

ノ後1週間ヲ置イテ前ト同ジ順序二箪食試験ヲ

行ツタ．

 被試駿者 ハ混食ノ時ニハi欠ノ5名ノ教室員及學生

デアルt／

  石崎（35Lj・65kg） 三根（27：Lj・50kg） ●

  川吾（43：Lj・ 55kg）  申村（20Lj・60kg）

  本間（20Lj・51kg）

 玉食試瞼 ハ三根，中村，本間ノ若イ3名ノミデ行

ツタ．都合ニヨリ本間ハ6分揚ノ日食試験山行ヘナカ

ツタ．

 燥ノ分隔 ハ試験食ノ掻取直前r殖物性炭末約6g・

                       ノヲ撮取シテ行ツタ．

 分，斤 ハ食品及ビ尿共二常法二藍ツテ50。～60。デ

乾燥細末トナシテ後，窒素ハKjeldahl法，脂肪ハ

Atherextraktヲ以テ，含水炭素ハPavy一隈川一須藤法

［ 54 ）
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，

二依ツテ行ツタ．爾風面蛋白含有竈ノ多イ食品ノ含水

炭素ハ稻三法（4）二二ツタ．Atherextraktヲ以テ脂肪ト

見徹スノハ相當無理デアルコbハ既二指摘（5）サレテ居

ル露デアルガジ石油エーテル」ノ入手が困難ナ爲二中

性脂肪ヲ分離定量出來ナカツタコトハ止ムヲ得ナカツ

．タ，

 熱量計算 ニハ蛋白質量ニハ4・1ヲ脂肪量ニハ9・3

ヲ乗ジ，含水炭素量ニハ澱粉トシテ計算シタカ量4・2

ヲ乗ジタ．含水炭素ノ含有量ノ多イ食品ノ熱量計算ニ

ハ含水炭素ヲ葡萄糖トシテ計算シタ塀合ト，澱粉トシ

テ計算シタ場合トハ乗下ヲ縫ヘナケレバ相野大キイ誤

差ヲ生ズル．

第2章吸牧試験結果

    第1節混食試験   表二世シ久コレカラ計算シタ吸牧率・・同表二併セ示

各期二一ケノジ尿中二排泄サレタ榮養素ノ全量ハ第4““ シタ如クデアル．

第4表 混食試験結果

排

玄

米

潮

干 量 吸 牧 率 （％）

蛋白質
（g）

37．2

37．9

44．0

37．0

46．4

40．5

  石 崎  29・5

三  三 根  31・6

分川吾39。8
掲  中 村  31・5

  本 間  36，6
期

卒 均  33・8

脂 肪
（g）

含水炭素熱     量
（g） i （Cal） 蛋白質脂肪含水炭素熱量

22．6 1 9．7

21．9 1 8．8

23．0 i 10．3

22．2 1 8．8

23．7 1 ll．5

22．7

403

396

437

395

458

9．8 1 418

75．6

75．2

71．2

75．8

69．6

68．8 1 98．7 1 91．2

69．8 1 98．9 1 91．3

68．3 ［ 98．7 1 90．4

69．4 1 98．9 1 91．3

67．3 e 98．5 i’89．9

73．5 1 68．7 i 98．7 i 90．8

12．4   7．5

11．9   6．7

14．6   8．1

 み12．9   6．8

16．0   7．9

342

269

333

278

332

80．2

78．8

73．3

78．8

75．4

8エ．0    99．0    92．3

81．7 1 99．1 i 93．9

77．6 ［ 98．9 1 92．5

80．2 1 99．1 i 93．7

75．4 1 99．0 1 92．5

13．6 7．4 311 77．3 1 79．2 1 99．0 1 93．0

、

石 崎 19．8 7．4 5．4 173 86．1 87．1 99．3 96．0

六 三 根 24．0 1 4．6 177 83．2 88．7 99．4 95．9
噛

分 川 吾 30．0 ・7．0 5．8 212 78．9 87．8 99．2 95．1
4

揚 申 村 25．3 ゑ8 5．4 190 82．2 87．2 99．3 95．6

期 本 間 29．2 8．0 5．3 216 79．5 86．1 99．3 95．O

’

李 均 25．7 7．1 5．3 194 82．0 87．4 99．3 95．5

 米ノ揚精度ノ高イ程吸牧率ハ高イト云フ結果

ノ出タノハ勿論デァリ，吸牧率ハ從來報告サレ

テ居ル（1x6x7x8）数値ト大差ハナイ様ヂアル．但

シ脂肪ノ乱丁率が比較的高イ数値が表ハVタ

ガ，之ハ今回用ヒタ副食物中二脂肪が比較的多

カツタタメト思ノ、レル．

 前述ノ如クコノ吸高率カラ米ノ榮養素ノ利用

上ノ損釜ヲ計算スル昌ハ些力難黙ガアル。副食

物ノ吸牧ノ様子モ主食が異ルニツレテ攣化スル
       ふノロ
ヂアラウガ，圭食二性状ノ上ニモ亦習慣上ニ

モ，大ナル差異ノナキ誤り，比較的～定シデ居

ルモノト想像サレル．故二副食物ヲ織手テノ吸

牧率ノ差ハソノ内ノ主食ダケノ吸牧率ノ差が鈍

化サレテ小サクナツテ表ハル筈デアル．主食ノ

［ 55 ）
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吸出率ト副食ノ吸南面ト，ヲ分離シテ計算スルコ

ト不可能ヂアルカラ止ムヲ得ナイガ，混食ノ吸

牧率カラ喧チニ米ノ吸牧量ノ差ヲ推定スレバ必

ズヤソノ差ヲ過少二見積ル誤りヲ犯スコトニナ

ルト信ズル．

 比率デハナク吸牧利用サレタ榮養素ノ縄劃量

ヲ比較シテソノ損釜ヲ論ズレバカ・ル難黙ハ除

キ得ルモノト考ヘル．米ヲ玄米ノ儘食フ方が利

率力授カト云フコトが誌面ノ問題ナノデアルヵ

ラ玄米食ノ排泄量カラ揚精米ノ時ノ排泄量ラ減

ズル1コレが利益ヂァル．ソノ量：カラ揚精ニョ

リ損失シタ引戸素ノ量ヲ差引ケバ，玄米食ト比．

較シテノ榮養素ノ利用上ノ損釜が計算出來ル課

デアル．  ・

 コノ様ナ形式デ計算サレタモノが第5表デア
              ー
ル．

第 5 表

・ 掲 滅 二 因 ル 損 失 （玄米8409ニツキ）

蛋白質（9） 脂  肪（9） 含水炭素（9） 熱 量（Ca1）

3分揚 6分掲 3分揚 6分揚 3分提 6分掲4

|7

3分掲 6分掲

一4．5 一11．0 一7．0 一15．1 一2 ＿     噂214

排泄滅少二因ル利回ヲ計算二入レル時
  一  一一 ｝ 一  一 一 一  一  7  皿 一一 ｝ 甲 皿  一 〒  一

石  崎

O  根
?●吾

¥  村

{  間

十3．2

¥1．8

|0．3

¥1．0

¥5．3

十2．90十3．0

¥〇．7

¥6．2

＋6．41＋3．2＋0．4
   {3・01＋0・6  i十1．41十1．2

{2・普{0・6
{0．7 十〇．9

000十2

・1－3  －3   0  －4  －1

十 43

¥ 35

¥ 12

¥ 25
¥ 37

1＋17
¥  5

¥ 23
Q  8

¥ 29
@ 一    ｝    匿 一一

¥ 13李  均 十2．2 十3．8
 T一；
m
十2．11十〇．7 0 一2 十 30

 例ヘパ石崎ノ・蛋白質二就テ計算縄過ヲ説明スレバ

          玄米  3分掲 6分揚
  排   泄   量   37．2     29．5   19．8

  驚墨減少咽  ’＋7・7＋・7・4

  掲減二三ル損失      一4．5 －11．0

  差       弓1        十3．2 十6．4

 部チ3分潟ハ3・29ノ利盆，6分掲ハ6・49ノ利盆

トナル．

 第5表ノ数値ハ2日間ノ全撮素量及ビ全排泄：

量＝就テ計算シタモノデアルカラ玄米8409・帥

ヂ約6合二就テノ数量デァル．

 蛋白質二就テハ6分掲が最モ得ヂアル．5例

ノ山鼠が十3．89トナル．3分掲ヂモ得デアツ

テ亭均ハ十2・29トナツ？・

 脂肪二面テハ3分揚モ6分揚モ共二全例（十）

ヂアツテ卒均値ハ3分揚が十2．19，6分揚ハ

＋0．79デ3分鵜ノ利高ノ方が大キイ．

 含水炭素二二テハ3分掲ハ玄米＝比較シテ損

釜ナシト見テ良イ様ヂアリ，6分掲ノ方ハ平均

シテ29程度ノ損失トナツテ居ル。

 熱量：二就テ見レバ，卒均シテ3分掲が十30

Cal，6分据ハ十13 Cal．デ何レモ利；釜デアル

ガ，3分揚ノ方が脂肪ノ利用度が高イタメニ熱

量ノ利益モ大キイ．

’ffkノ行ツテ居ル吸牧試験ハ種丸ノ避ケ難イ誤差ノ

入ル門地ノアルモノデアリ，三叉榮養素ノ分析法モ決

シテ完全ナモノデナク，上述ノ如キ微細ナ善違ノ計算

型耐へ得ル精密度ヲ有スルや否や釣革イニ議論ノアリ

得ル威デアル．コトニ尿申ノ窒素aハ如何ナル程度a

老慶物ト見倣スベキモノが入ツテ居ルカ，或ハ食品又

ハ尿ノAthe rext raktノ幾％ガ仁恕素トシテ債値ノア

ルモノデアルカ等ト云フ貼ハ充分吟味サルペキ必要ガ

アル．且ハ叉僅力5例ノ而モ短期内ノ實験デ決論スル

ノハ大高過ギルbモ云ヘル．

［ 56 ］



米ノ掲糟度ト吸牧率ノ開係二就テ 1661

 然シナガラ此等ノ問題ヲ一先ヅ無視シテ第5

表二表ハレタ数値ノミニ就テ考へけバ明カニ3

分撫6分揚二比シテ玄米ハ損デアル・食料ノ

経濟ヲ熱量二重鐵ヲ置イテ考ヘレバ3分掲が最

モ良イト云フコトニナリ，蛋白質二重瓢ヲ置イ

テ考ヘレバ6分揚が最モ得ヂアルト云フコトニ

ナル．3分揚ノ30 Cal・ノ得ハ玄米8409ノ熱

量二封シテ約1％デアリ，6分揚ノ蛋白質3．89

ノ利潤ハ玄米8409ノ蛋白質ノ約5％s當ル．

     第2節 軍 食 試 験

 軍食ヨリモ混食ノ方が吸牧牽ノ良イコトハ既

ニヨク知ラレテ居ルコトデアリ，叉混食二於テ

モ副食物が攣化スレバ吸牧率ハ自ラ攣化スベキ

デアル．故二第5表＝示シタ数値モ副食物が異

レバ當然攣ルベキ藪値デアル．今回ノ吸牧試験

二野ヒタ副食物程度ノモノモ現下ノ食糧事情ヂ

ハ調へ難イ歯面デアルカラ更二粗悪ナ副食物ヂ

ハ如何ナル結果チ與ヘルカヲ見ヤウト考ヘタ

ガ，更弓進ンデ副食物ノナイ場合，帥チ盤ダケ

デ米ヲ食ツタ時，揚精度ト吸血トハ如何ナル關

係ヲ示スヤヲ試ミヤウトシテ軍食試験ヲ行ツ

タ．        ，t

 米ノ癬収量ハ混食試験ト全ク同様デ，副食ハ

1回二食盤約2gノミデァル．尿ノ分析結果ト

吸牧山ハ第6表ノ如クデアツタ．

第6表 耳食試験結果

被験者
排   泄   量 吸 牧 率 （％）

』    一

`白質
@（9）

脂 肪
i9）

含水炭素
@（9）

熱 量
iCa1） 蛋白質 脂肪 含水炭素 熱 量

玄米期

三 根
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考察スル．

 蛋白質ノ吸牧…率ハ混食二比シテ玄米呂於テハ

著シク悪ク，3分揚デハ混食トノ差が些凡小ト

ナリ，6分掲デハ混食ト洞程度トナツテ居ル．

シカシ6分揚ノ試験ノ際尿量が非常二十イ高欄

ゆ

二分隔が明瞭二出來ナカツクノデ排泄：量ヲ過少

二見積ツタカモ知レヌト思ツテ居ル．

 脂肪ノ吸牧ハ何レモ混食野比シテ著シク悪

ク，コトニ玄米期二甚シイ．

 含水炭素ノ遊牧率ハ殆ンド混食ト異ラナイ．

 玄米輩食二於テ蛋白質，脂肪ノ吸牧ノ甚ダ悪

イト武フコトニハ，玄米ノ含有スル蛋白質及脂

肪ソレ自身ノ吸込ノ困難ナコトモ與ツテ居ルデ

アラフガ，血糖次ノ様ナ影響モ考ヘラレル．動

物實験デ「デキストリン」二濾紙ヲ混ジタノミノ

飼料ヲ與ヘテ可ナリ多量ノ窒素及脂肪ノ排泄ヲ

見テ居ル報告（9）モアルが如ク，玄米ノ如キ「セ

ルロ｛ズ」ノ多イモノヲ食ヘバ，尿量ハ當然増

加シ，ソレ一件ツテ漕化液，腸上皮細胞等ノ排

（ 57 ］



1662 石 崎

泄サソル量モ増加スル．帥チ非食餌性ノ排泄モ
               ら
多クナツテ吸牧町ヲ低ク表ハサセルト云フコト

モ考ヘラレルノデアル．      ・

 …次：呂混食試験ト軍食試験トノ排泄量ノ差ヲ計

算シタλガ第7表デアル・中村ノ脂肪ノ場合ヲ

  第7表 混食ノ排泄量一箪食ノ排泄量

三   根 中   村

玄米 3分 6分 玄米 3分 6分

蛋白質

?肪
ﾜ水炭
f

15．6

f4．6

R．2

10．2

Q．9

P．8

8．5

P．2

|0．3

18．3

R．9

S．1

10．7

S．6

P．9

8．4

R．7

|0．1

除イテ揚精度ノ高イ程何レモソノ差が大トナツ

テ居ル．輩純，＝混食ト軍食ト米ノ榮養素ノ吸牧

：量が異ラナイト考ヘレバ，コノ差が帥チ副食物

ノ非P，va牧分トナツテ玄米食ノ方が副食物ノ吸牧

ヲ高メル様二見ヘル．シカシコノ考ヘハ誤リヂ

一二玄米ノ様‘i”吸牧ノ悪イモノ程副食物ニヨツ

テソノ吸牧ノ悪サガ救バレル程度が高イト解ス

ベキデアル．「ビタミン」ソノ他ノ問題ヲ抜キn

シテ榮養素ノ吸出利用ノ黙ノミカラ見レ・く，掲

精サレタ米ナランミ副食物・？“ナクテモ相當程度迄

吸牧利用義心ルガ，玄米食ノ場合コソ副食物が

重要デアルト云ヒ得ルデアラフ．
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 揚精米ノ利釜ハ混食ノ時ヨリモ大キイ．蛋白

質昌就テハ6分掲が最：モ利ヂ，脂肪二障テハ3

分携が最：モ利釜ヂアル關係ハ混食ノ時ト同様デ

アル．i熱量二就テハ6分揚ト3秀揚トノ差が明

カデナカツタ．3分掲ノ熱量昌：就テノ利下ヲ混

食ノ場合ノモノニ比較スルト約2倍デアル．

 要スルニ玄米食が榮養素ノ吸牧利用ノ瓢カラ

見テ損デアルコトハ，軍食試験二丁テモ明カデ

ァリ，寧ロ混食試験ヨリモ明瞭デアツタ．

結 論

 玄米，3分揚，6分揚ノ3種ノ米ノ吸牧試験

ヲ行ツテ揚減二こ口榮養素ノ損失ト，吸牧率上

昇n因ル土釜トヲ差引イテ見ルト，玄米食ハ最

モ損ヂアル．熱量二就テハ3分揚，蛋白質二上

テハ6分掲が最モ利デアル．魚食試験ヂハコレ

F同様ノ結果が更ニー層明カニ現ハレタ．

終りニ臨ミ大谷敢授ノ御校閲ヲ深謝スル．
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